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研究室の目標:
• 第6のインフラである生産・物流のスマートな未来を学際研究： AI×計測システム×人間系
• スマート化の実践研究における、データ解析と数理最適化応用の、難所の解法を探求（後述）
• 効果実証：AI研究4種（ 宝さがしAI、人みたいAI、未来みたいAI、創りたいAI）の統合と融合（後述）
• 研究人材育成：VSFP（Vision-Strategy-Functionality-Performance）フレーム等で一気通貫（実習）

4種AIとその融合 -SmartX :

4種AI（左図）を、スマート・ファクト
リーやスマート・サプライチェーンを対
象として実践研究：

A) 品質／安全管理では、「宝×人」AI
の、特にマルチモーダルAIにより、
一連の専門業務を一気通貫（下図）

B) 生産管理では、「未来×創」AIで、
時空間因果解析に基づき、大規模な
多目的最適化の社会実装・評価

・帰結: A）統合的自動化、B) 数十%向上

メッセージ:

• 社会工学は、人類発展の両輪である「組織・地域」と
「道具」の進化を学際的に学び、工学技術などにより
課題解決めざす希少な分野です。さて、博士/院では、

• HOW (Hack Our World)：

ご自分の研究文脈（独自性）を大事に持ち続けて下さい

• What（What humanity will advance to)?

道具を文化に昇華する問いを立て、挑戦しよう

• 「100年経っても朽ちない価値は？」

• 「限りある中、1つだけ証明するなら？」

• 「不可能を可能に！」 ※事例：左図

社会実装の難所の解法：横断、統合・融合

A) データ解析：論点の横断（下表：高次元、交互作用、高相関、スパース等）★、時空間横断解析★

B) 数理最適化：数十目的の最適化問題★、多拠点統合管理★、質的指標の将来来影の導入★

C) ＜基本＞ A)需給予測とB) 最適計画の統合、＜発展＞A)に基づくB)の縮約含む融合機構★

一
気
通
貫

面白さ？「通貫理解」：マクロとミクロを結束するミドルの妙、「自己完結」：実践課題への貢献

研究成果等の具体は
HPをご覧ください
（受賞学生多数）

★印：
博士研究の対象例

（その他も、自由）

リン博士（豊田中央研究所）、卜博士（東京エレクトロン, ‘22優秀社員賞）

修了後も学会に集結


